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　中国の国費留学生、江世君さん。室井研二准教授のもとで博士論文に

取り組んでいます。テーマは「中国農村における貧困扶助政策とガバナンス

に関する比較研究」。吉林大学の学部時代、黒竜江省の農村でフィールド

ワークをして以来、「農村」は江さんにとって重要な研究対象になりました。

　中国で拡大する都市と農村の地域格差。政府も大規模な農村貧困扶助

政策を展開しますが、その効果については更なる検証が必要と言われていま

す。「農村内の立場の違い、不公平感など現実はもっと複雑だとフィールド

ワークで感じた。農民自身が扶助政策をどう受け止めているのか、農村社会

の側から捉え直してみたかった」と江さん。農村において政策の理念が歪曲

されていることを分析した修士論文を引き継ぎ、研究をさらに深めています。

コロナ禍でフィールドワークができない今は、日本の農村について文献を読

む日々。「日本では、農村の過疎化、高齢化、限界集落の問題が言われてい

るが、中国でもそれはすでにトレンド。今後の中国に農村問題は強い影響力

を及ぼす」と江さん。今後は広い中国の様 な々地域でフィールドワークを行

い、農村の比較研究もしたいと考えています。

　「室井先生と研究テーマについて初めて話をしたとき、『社会学は常にパ

ラドクスに着目し、批評する目が必要』と言われた」と江さん。農民の生活、

農村地域社会の在り方、当たり前と見える状況のなかに何が起こっている

のか。日本で学んだ社会学の視点を大切に、再びフィールドワークを始めま

す。将来は研究者の道へ。中国、日本それぞれの農村政策の研究を続けな

がら、両国の社会学の交流にも力を尽くしたいと語ってくれました。
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　今回は「地球環境問題へのアプローチ」をテーマに、各専門分野でご活躍の先生方にご自身の環境学に関わる取り組みについて
執筆していただき、エコラボトークでは「過去へのアプローチ」に取り組まれている先生方に、自然と人の相互関係ついてお話をしてい
ただきました。その中で話されていた「自然現象の恵みと災い」の関係は、人が自然とどう向き合っているかを端的に示していると思い
ます。複雑化・多様化する地球環境問題を解く鍵は、わたしたちの生活様式を自然にもう少し委ね、自然と人との関係をよりシンプル
に認識するところにあるように感じています。         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（淺原良浩）
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